
名
勝
と
は

　

庭
園
、
橋

き
ょ
う
り
ょ
う
梁
、
峡
谷
、
海
浜
、
山
岳
な
ど
で
、

我
が
国
に
と
っ
て
芸
術
上
・
鑑
賞
上
価
値
の

高
い
も
の
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
と
さ
れ
て

お
り
、
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
ま
す
。

　

名
勝
の
保
護
制
度
は
大
正
８
年
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、

全
国
で
４
２
７
カ
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

帝
釈
峡
は
、
大
正
12
年
３
月
７
日
に
「
帝

釈
川
の
谷
」
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
定
公
園
と
は

　

日
本
に
お
け
る
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
を

指
定
す
る
「
国
立
公
園
」
に
準
ず
る
も
の
で
、

昭
和
24
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
風
景

地
の
保
護
と
利
用
の
増
進
を
図
り
、
国
民
の

保
健
・
休
養
・
教
化
を
目
的
に
環
境
大
臣
が

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、
全
国
で
57
カ

所
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
帝
釈
峡
は
昭
和
38

年
７
月
24
日
に
「
比
婆
道
後
帝
釈
国
定
公
園
」

と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

名
勝
・
国
定
公
園
帝
釈
峡
記
念
事
業
実
行

委
員
会
で
は
、「
帝
釈
峡
」
を
次
世
代
ま
で

輝
か
せ
て
い
く
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

　

名
勝
指
定
１
０
０
年
を
契
機
と
し
て
「
新

し
い
帝
釈
峡
を
創
る
」
と
い
う
意
気
込
み
が

伝
わ
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

　
「
１
０
０
年
」
を
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
活
用
で

き
る
も
の
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
条
件

　

応
募
作
品
は
、
応
募
者
自
ら
が
創
作
し
た

未
発
表
の
も
の
で
、
既
存
の
作
品
と
同
一
ま

た
は
類
似
で
は
な
い
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
著
作
権
・
意
匠
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
旨

実
行
委
員
会
の
設
立

　

本
年
、
名
勝
指
定
１
０
０
年
、
国
定
公
園

指
定
60
年
を
迎
え
る
「
帝
釈
峡
」。
そ
の
美

し
い
景
観
と
自
然
環
境
を
次
世
代
に
受
け
継

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、「
名
勝
・
国
定
公
園
帝

釈
峡
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
が
昨
年
11
月

29
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
庄
原
市
、
神
石
高
原
町
、

観
光
団
体
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
10
団
体
に

よ
り
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
事
業
テ
ー
マ

　

帝
釈
峡
の
魅
力
を
「
知
っ
て
も
ら
い
」、

実
際
に「
来
て
も
ら
い
」、旅
行
先
と
し
て「
選

ん
で
も
ら
え
る
」
観
光
地
と
な
る
よ
う
、
価

値
向
上
施
策
・
に
ぎ
わ
い
創
出
施
策
・
情
報

発
信
施
策
の
３
つ
の
施
策
を
柱
と
し
て
各
種

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１
「
知
っ
て
も
ら
う
」

帝
釈
峡
１
０
０
年

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
帝
釈
峡
」
の
知
名
度
向
上
を
図
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

▼
情
報
発
信
の
充
実

▼
ご
当
地
タ
レ
ン
ト

　

に
よ
る
Ｐ
Ｒ

な
ど

ス
テ
ッ
プ
２　
「
来
て
も
ら
う
」

賑に
ぎ

わ
い
創
出
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

現
在
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
近
場
旅
行
）
な
ど
が
注
目
を
集
め
て

お
り
、
そ
れ
を
追
い
風
と
し
て
、
帝
釈
峡
の

魅
力
を
活
用
し
た
活
性
化
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
食
の
開
発
（
比
婆
牛
と
神
石
牛
の
食
べ
比

　

べ
・
帝
釈
峡
手
焼
煎
餅
の
復
活
）

▼
神
龍
湖
や
帝
釈
峡
遺
跡
群
を
フ
ィ
ー
ル
ド

　

と
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど

ス
テ
ッ
プ
３　
「
選
ん
で
も
ら
う
」

１
０
０
年
先
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
定
公
園
帝
釈
峡
の
美
し
い
景
観
と
自
然

環
境
を
未
来
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
関
係
団

体
が
連
携
し
て
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
森
林
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
ま
ほ
ろ
ば
の
里
・

　

ス
コ
ラ
高
原
）

▼
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成

な
ど

　

実
行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

景
観
保
全
活
動
や
魅
力
を
発
掘
し
、
帝
釈

峡
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

帝
釈
峡
か
ら
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
帝
釈
峡
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

の
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
方
法

　

次
へ
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

〒
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４

神
石
郡
神
石
高
原
町
坂
瀬
川
５
１
４
６
‐
２

（
一
社
）
神
石
高
原
町
観
光
協
会

kankou@
jkougen.jp

募
集
期
間

２
月
28
日
㈫
ま
で

賞
品
な
ど

▼
最
優
秀
作
品　

１
点

　

比
婆
牛
・
神
石
牛
セ
ッ
ト
（
10
万
円
相
当
）

▼
優
秀
作
品　

２
点

　

比
婆
牛
・
神
石
牛
セ
ッ
ト
（
５
万
円
相
当
）

結
果
発
表

３
月
末
（
予
定
）

　「帝釈峡」は、厳島と共に広島県で初めて名勝に指定された歴史ある場所です。全国的には、松島、
耶
や ば け い

馬渓、長
ちょう

門
もん

峡
きょう

などが同時期に指定されています。３億年以上前のサンゴ礁からできた石灰岩が、数十万
年の浸食を経て列島随一の大峡谷となり、雄橋・白雲洞などの珍しい景観や、希少種からなる固有の生態
系を育んできました。帝釈峡は本年、国の名勝指定 100 年（３月）、国定公園指定 60年（７月）を迎えます。
記念の年を盛り上げましょう！

国の名勝指定100年・国定公園指定60年

帝釈峡から地域のにぎわいへ
商工観光課観光振興係　☎0824-73-1179

▲名勝を示す石碑（永明寺付近）

帝
釈
峡
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す

帝
釈
峡
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す

　

珍
し
い
景
観
が
あ
り
、
固
有
の
生
態
系
を

育
ん
で
き
た
帝
釈
峡
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

観
光
客
や
研
究
者
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
生

ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
観
光
需

要
の
変
化
に
よ
り
、
観
光
客
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
屋
外
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お

り
、
帝
釈
峡
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

名
勝
指
定
１
０
０
年
、
国
定
公
園
指
定
60

年
を
契
機
に
、
全
国
で
も
有
数
の
可
能
性
を

秘
め
る
帝
釈
峡
の
資
源
に
、
再
び
脚
光
が
当

た
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

き
っ
と
、
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
人
に
と
っ

て
一
生
の
思
い
出
と
な
る
出
来
事
が
待
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。実行委員会事務局長

（商工観光課長）
堀
ほ り い

井　慎
しんいちろう
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